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１．研究の目的と現状の課題 

近年、医療分野でも国際的に活躍できる人材に対する必要性が高まっている。外国人患者

や海外との共同研究の増加に伴い、医療英語やグローバルな感覚を保有することが求めら

れている。そして、多くの大学が、参加者の異文化適応力の育成だけでなく、医療従事者

としての職業能力向上にも有効だと考え、短期海外臨床実習プログラム（以下、海外実習）

を設置している（医学教育振興財団, 2013）。海外実習の参加者は医学部の主に５，６年生

であり、通常は大学付属病院で外来もしくは病棟実習を行っている。海外実習の内容は、

１ヶ月から数ヶ月間、海外の医療機関の指導医の下で医療チームの一員として患者診察に

従事するものである。また、海外実習の申し込みは参加者自身が派遣先の病院を探して各

自で申し込む。この理由は、自国以外の臨床実習に参加することが、 

国際経営分野においてグローバルリーダーシップに関する理論的及び実証的研究は数多

い。海外駐在員に関する研究分野では、自分の意思で海外駐在を決める Self-initiated 

expatriates (SIEs)に着目した研究も増えている（Noeleen et. al, 2011, Tharenou & 

Caulfield, 2010）。これら文献では、自ら海外赴任を志願した SIEs の方が、所属組織から

指名された海外駐在員よりも、異文化適応力が高く、駐在地で成功する可能性が高いと述

べている。一方で、海外留学など個人的な海外経験を分析する研究も多い。これら文献で

は、個人的な海外経験が将来の国際的な仕事をする際の能力に貢献すると述べているもの

が多い。しかし、これら２つの海外経験の中間である仕事に関連した海外留学（海外実習）

を分析対象とした研究は少ない。 

本研究の最終的な目的は、自発的に海外実習に参加した医学生が、異文化適応力と職業能

力を向上するかどうかを明らかにすることである。しかし、本発表では、研究の最初のス

テップとして、海外実習出発前に行った 22 名のインタビューを元に、海外実習参加者のモ

チベーションを明らかにする 

この分析結果から以下の効果が期待できる。まず学術的な貢献としては SIEs と海外留学

のモチベーション理論をつなぎ、海外に出る個人のモチベーション理解を深めることがで

きる。実務な貢献としては、参加者のモチベーションを理解することによって、より効果

的・魅力的な海外実習プログラム作成につながる可能性がある。 

 

２．先行文献レビュー 

SIEs のモチベーション 

自分の意思で海外駐在に行く SIEs のモチベーションは、組織の任命で行く海外駐在員の

ものよりも幅広いと指摘されている。Froese (2012)は、国際的な経験への志望、魅力的な

労働条件、赴任地と関係のある家族、赴任地の労働市場（就職のしやすさ）が動機付けだ

と述べている。Chen et al. (2010)は Cultural Intelligence（CQ）の 5 項目のうち動機づけ

CQ 尺度をモチベーションとして使用している。この動機付け CQ の中には、自己効力感と

内的動機の尺度が含まれている（Ang et al., 2007）。Inkson et al. (1997)は上記以外に、好

奇心、新たなことを学びたいという欲求、過去・現在の状況からの逃避などを挙げている。 



 2 

大学生の海外留学参加の意思決定要因  

海外留学のモチベーションは、経営学や教育学で多く研究されている。これら先行文献の

多くは質問紙を用いた学生の意識調査をもとに、海外留学参加の意思決定要因を分析して

いる。松原ら（2008）は、学生が所属している学部、親が留学に賛成しているか、留学先

に親戚や知人がいることが、留学参加に影響していることを示した。船津ら（2004）は、（１）

過去に短期間でも海外経験がある、（２）卒業後に留学する志望がある、（３）卒業後の所

得に対してそれほど強気でない場合に、学生の海外留学に対するモチベーションが高くな

ると述べている。Pope ら（2014）はアメリカの大学生を対象に、海外留学に対するモチベ

ーションは、自己成長欲求、過去の海外経験、参加者の年齢が関係することを示した。こ

れら先行文献を踏まえて発表者（小西, 2017）は、大学生の短期海外留学意思決定要因を

分析し、留学参加へのモチベーションは、「留学そのものが魅力的であること」、「語学力の

向上」、「新しい文化を経験できること」、「自分を困難な状況下に置いて成長させること」、

「身近に留学経験者がいること」、「大学主催で同行者もいる安心感があること」と過去の

海外経験が影響していることを示した。 

 

３．調査方法 

 この調査は、インタビューを用いた定性的方法を用いた。なぜなら、医学生の海外実習

という仕事に関連した留学に対するモチベーションに関して、先行文献がなく、探索型の

調査が適切と考えたからである。将来は本調査の結果をもとに、質問項目を選定して定量

的な分析につなげることを検討している。 

 

サンプルとデータ収集 

 海外実習参加前の 2016 年 12 月から 2017 年 1 月までに 22 名の海外実習参加者にインタ

ビューを行った。サンプルプールは、2017 年に海外実習に参加する医学生である。インタ

ビューは、半構造化インタビューガイドラインに沿って行い、回答者の発言に関係がある

と考えられる更なるトピックの探索も可能にした。一連の質問は海外実習参加のモチベー

ションについて行った。具体的な質問は、なぜ彼（女）らが海外実習に参加する意思決定

をしたのか、またその意思決定をするまでの

過程、海外実習で達成したいこと、不安に思

っていることなどについて幅広いものであ

った。 

 全体のサンプルは男性 14 名、女性 8 名から

成り、年齢は 23 歳から 25 歳である。参加者の

詳細は表１に記載している。 

 

データ分析 

 インタビューは全て録音し、後日全発言を

文字化した。グループインタビューの詳細は

表２の通りである。データ分析方法は修正版

グラウンデッド・セオリー・アプローチ（以

下、M-GTA）を使用した（木下,2003）。 

 

３．分析結果 

 医学生の海外実習参加のモチベーションと

して８要因が抽出された。具体的には、件数

の多いもの順に、「海外実習の参加しやすさ・

安心感（29 件）」「異文化・海外を体験した

い（24 件）」「自分の能力（語学力・専門知
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識とスキル）の向上（20件）」「自分の能力の向上（20 件）」「将来のキャリアに役立つ

（11件）」「過去の海外経験の影響（10 件）」「自己成長（８件）」「家族の賛同（４件）」

「英語を使いたい（２件）」だった（表３）。 

 
  

 紙幅の都合上、最も発言件数の多かったのは「海外実習の参加しやすさ・安心感」だけ

説明を追加する。「参加しやすさ」の内容としては応募要件に英語力試験が含まれていな

かったり、〆切が遅かったり、競争率が低かったりと、比較的容易に海外実習参加許可が

下りやすいことが含まれていた。「安心感」には、知っている先輩が過去に行っていた海

外実習先だと、どういう内容なのかを直接話が聞けるため、Web ページを読むだけよりも安

心だという発言や、同じ実習先に知り合いと一緒に行くので 1 人で行くより安心だという

意見があった。 

 

４．考察 

 医学生の海外実習参加のモチベーションを SIEs のモチベーションと比較すると、SIEs

のモチベーションのうち「国際的な経験への志望、魅力的な労働条件、赴任地の労働市場

（就職のしやすさ）、内的動機、好奇心、新たなことを学びたいという欲求」は医学生でも

同様のものが確認できた。しかし、一方で、「赴任地と関係のある家族、自己効力感、過去・

現在の状況からの逃避」の３つは医学生ではみられなかった。 

 次に、医学生の海外実習参加のモチベーションを海外留学のモチベーションと比較する

と、海外留学のモチベーションのうち「親が留学に賛成している、留学先に親戚や知人が

いる、過去に短期間でも海外経験があること、卒業後に留学する志望があること、留学そ
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のものが魅力的であること、語学力の向上、新しい文化を経験できること、自分を困難な

状況下に置いて成長させること、身近に留学経験者がいること、大学主催で同行者もいる

安心感があること」は医学生でも同様のものが確認できた。しかし、一方で、海外留学の

モチベーションのうち「卒業後の所得に対してそれほど強気でないこと」は医学生ではみ

られなかった。 

 上記の３つのモチベーションの相違点から、以下のことが考えられる。１つ目は、医学

生の海外実習参加のモチベーションは、個人的な海外留学の参加モチベーションと海外駐

在へのモチベーションの両方と重なる部分が多いことである。２つ目は、医学生の海外実

習参加のモチベーションには、海外留学や海外駐在へのモチベーションで見られた「過去・

現状からの逃避」や、現状を悲観的に見ている「卒業後の所得に対してそれほど強気でな

いこと」は確認できなかった。一方で、医学生の海外実習参加のモチベーションで「海外

実習の参加しやすさ・安心感」が最も顕著だった。この２つを合わせて考えると、医学生

は自身のキャリアの現状に満足しており、海外実習は将来のキャリアをさらに有利にする

可能性のある１つのオプションだと考えている可能性がある。そのため、将来のキャリア

を損なうリスクのある海外実習先を選択するよりも、安全で許可が下りやすく、身近な先

輩が過去に行っている「安心な」実習先を志望している可能性がある。 
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